
   第１０回『ロータリーの友』地区だより（４月号） 

 
陽春の候皆様ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
４月は『雑誌月間』です。 

 
是非お目通し頂きたい記事 
☆ 横組 
○ ＲＩ会長メッセージ ”ロータリーの最も古い伝統“      ・・・・・・・・・・  １頁 
   ロータリーの雑誌について李ＲＩ会長は、「電子的なコミュニケーションがすっかり普及 

しているようにみえる時代でも、紙とインクの雑誌の役割は私たちの組織にとって、いま 
だに重要です」と述べています。このメッセージを読み、皆さまのロータリーの雑誌の役 
割について考えてみてください。               （ロータリージャパンより） 

○ ロータリアンを結ぶ ロータリーの雑誌        ・・・・・・・・・・・・・・  ５頁 
ロータリーの雑誌は、世界中で編集･発行されています。どのような国にどのような雑誌が 
発行されているでしょうか？地図の中から探してみてください。 （ロータリージャパンより） 

○ ロータリーの友の本音                ・・・・・・・・・・・・・・ １０頁 
   1953 年に創刊し、以来、毎月発行されてきた『ロータリーの友』。これまでにどのようなこ 

とがあり、これからどのような方向に進んでいくのでしょうか。『ロータリーの友』に深く 
かかわりをもつ、三人の対談です。 

○ 『ロータリーの友』に記事が載るには         ・・・・・・・・・・・・・  １5 頁 
   『ロータリーの友』は読むものと思っていませんか？ロータリアンはこの雑誌の読者である 

ばかりでなく、この雑誌に参加することもできるのです。では、参加するには、どのように 
すればいいのでしょうか。そのコツを紹介しています。 

○ ロータリー こみみ コラム             ・・・・・・・・・・・・・・・ ２９頁 
   “ロータリーの雑誌たち” 
○ バーミンガム国際大会分科会にご出席ください    ・・・・・・・・・・・・・・・ ３２頁 
○ 日韓親善会議にぜひご参加ください         ・・・・・・・・・・・・・・・ ３３頁 
 
☆ 縦組  
○ 高齢社会とサクセスフルエージング  （先端医療振興財団理事長） 井村 裕夫氏  ・・・  ２頁 

   たばこを吸わず、適当に運動をして太らないで、アルコールを飲みすぎないでいれば、早く 
死ぬ率を８０％くらいは防げます。精神的機能については、年を取れば確かに記憶力は落ち 
てきますが、ほかの精神機能が同じように落ちていくわけではなく、判断力は年齢とともに 
上がって老いて賢くなる面もあります。長い人生をよりよく生きるようにしなければなりま 
せん。                            （ロータリージャパンより） 

○ 俳檀                       ・・・・・・・・・・・・・・・ １４頁 
  「匂ひ立つものに墨の香筆始め」     大阪・堺フェニックス RC  米田眞理子会員 
○ 柳壇                        ・・・・・・・・・・・・・・・ １４頁 

「一歩ずつ老いる坂道越える意地」     和歌山・新宮ＲＣ    塩崎 公治会員  
「ありふれた言葉の中にあるまこと」    大阪・金剛ＲＣ     井出俊太郎会員 
 

                               「ロータリーの友」地区委員 
                             山口 正眞 （和泉ＲＣ） 


